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(57)【要約】
【課題】器具の効率低下を抑制するとともに光源の眩し
さを抑制した照明器具を提供する。
【解決手段】器具本体２と；前記器具本体２に配設され
る光源４と；前記光源４の周囲に配設される反射板３と
；前記光源４及び前記反射板３に対向配置され、前記光
源４の配設位置に対応して光透過率が異なる拡散手段７
が設けられた透光性カバー６と；を備えたことを特徴と
する照明器具。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器具本体と；
　前記器具本体に配設される光源と；
前記光源の周囲に配設される反射板と；
　前記光源及び前記反射板に対向配置され、前記光源の配設位置に対応して光透過率が異
なる拡散手段が設けられた透光性カバーと；
　を備えたことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記拡散手段は、前記光源に対向する位置がその周囲よりも光透過率が高いことを特徴
とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記拡散手段は、前記光源に対向する位置がその周囲よりも光透過率が低いことを特徴
とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記拡散手段は、光透過率が光源の配設位置に対応して連続的に変化することを特徴と
する請求項１ないし３のいずれか一に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透過率の異なる拡散手段によって、所定角度からの光源の直接光を拡散し、
グレアを抑制する照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　屋内施設におけるベースライト等の照明器具は１０Ｗ／ｍ２を目標に省エネルギー化が
進んでいる。照明器具の省エネルギー化には、光源自体の発光効率の向上と光源から出射
された光を効率よく照明光として取出す必要がある。例えば、白色ＬＥＤの発光効率は年
々上昇しており、将来的には２００ｌｍ／Ｗに至ることが予想されている。
【０００３】
　また、ＬＥＤの高出力化に伴って、一般照明用の光源としてＬＥＤが使用されるように
なってきているが、被照射面における必要照度を確保するためにＬＥＤの輝度が高くなり
、器具の発光部を視認したときにグレアが発生しやすくなるという問題がある。
　これまで、光源の眩しさを抑制するために半透明や乳白色の拡散性を有する透光性のカ
バーが使用されてきた。（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－２１４０８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、拡散性を有するこれらのカバーは器具効率が低下する要因となっていた。特に
ＬＥＤを光源として用いる場合、光源の輝度を従来の蛍光ランプと同程度に押さえるため
には、より濃い拡散カバーを使用して、２０～４０％まで器具効率が低下させざるをえな
い。また、住宅用ベースライトなどの場合、器具を直視した場合のまぶしさは徹底的に抑
制する必要がある。上記従来技術ではこれら課題について検討の余地があった。
　本願発明は、上記課題に鑑みなされたもので器具の効率低下を抑制するとともに光源の
眩しさを抑制した照明器具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明に係わる照明器具は、器具本体と；前記器具本体に配設される光源と；
前記光源の周囲に配設される反射板と；前記光源及び前記反射板に対向配置され、前記光
源の配設位置に対応して光透過率が異なる拡散手段が設けられた透光性カバーと；を備え
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たことを特徴とする。
【０００６】
　光透過率が異なる拡散手段とは、例えば拡散性を有する粒子や、この粒子を含有する塗
料であってもよく、例えば透光性カバーの外表面または内表面に蒸着、塗布したものであ
ってもよい。また、透光性カバー自体に透過率が異なるように拡散性を持たせて拡散手段
としてもよい。
　透過率が異なるとは、少なくとも２種類の透過率を有していればよく連続的に異なるも
のであってもよい。
　光源の配設位置に対応して光透過率が異なるとは、光源の照射方向に対して直交する方
向において、光源からの距離に応じて光透過率が異なることをいう。　
【０００７】
　反射板は、光源を中心として周囲に配設されたものであればよく、器具本体と一体また
は別体で形成してもよい。また、光源の側方または後方から光の照射方向に向かって拡開
するように設けるのが好ましい。
　請求項２の発明に係わる照明器具は、請求項１の発明において、前記拡散手段は、前記
光源に対向する位置がその周囲よりも光透過率が高いことを特徴とする。
　光源に対向する位置とは、光源の照射方向直下をいう。
【０００８】
　請求項３の発明に係わる照明器具は、請求項１または２に記載の発明において、前記拡
散手段は、前記光源に対向する位置がその周囲よりも光透過率が低いことを特徴とする
【０００９】
　請求項４の発明に係わる照明器具は、請求項１ないし３のいずれか一に記載の発明にお
いて、前記拡散手段は、光透過率が光源の配設位置に対応して連続的に変化することを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の発明によれば、光透過率の異なる拡散手段を光源の配設位置に応じて
配置することにより、器具効率の低下を抑えつつ、不快グレアやまぶしさを低減すること
ができる。
　また、拡散手段に当たった光の一部は、反射板の輝度を向上させるため、発光面全体の
輝度ムラが抑制される。
【００１１】
　請求項２に記載の発明によれば、光源直下方向のみ光透過率の低い拡散手段を設けるこ
とにより、直下照度を高め器具効率の低下を抑えつつ、器具を斜め下方から視認したとき
のまぶしさを低減することができる。
　請求項３に記載の発明によれば、器具効率の低下を抑えつつ、照明器具を直下から見た
ときの不快グレアを低減するとともにことができる。
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１ないし３に記載の効果に加え、輝度ムラの少
ない発光面が得られるため、よりまぶしさ感を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本願発明に係る第１の実施形態について図１ないし図６を用いて説明する。
【００１３】
　図１は、第１の実施形態に係る照明器具の全体斜視図、図２は第１の実施形態に係る照
明器具の正面図、図３は第１の実施形態に係る照明器具の一部断面図、図４は第１の実施
形態に係る照明器具の一部拡大断面図、図５は第１の実施形態に係る照明器具の配光を示
す説明図である。
　図１、２に示すように、照明器具１は正面が正方形状で全体が直方体に形成されており
、器具本体２の枠部２aの内周に反射板３が配設されている。
【００１４】



(4) JP 2010-123344 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

　反射板３は、枠部２aの辺に平行な複数の稜線部３aおよび稜線部３aから上方に向かっ
て傾斜する反射面３bによって、複数の発光部３cを形成している。一つの発光部３cはそ
の上方に開口部３ｄが形成されており、開口部３dには光源としてのＬＥＤ４が配設され
ている。
　図３は、稜線部３aに平行なＡ－Ａ断面を示す器具本体１の一部断面図である。
　ＬＥＤ４は、平板状の基板５上に実装されており、この基板５に反射板３が取付けられ
ている。
　ＬＥＤ４及び反射板３に対向する位置には拡散性を有する透光性カバー６が配設されて
いる。
【００１５】
　透光性カバー６のＬＥＤに対向する側の表面には、ＬＥＤ４が配設される位置に応じて
、透光性カバー６よりも光透過率が低く、拡散度が低い拡散手段７が対向配置されている
。
　拡散手段７は、例えば、白色の塗料や、透光性及び反射性を有する物質を蒸着によって
形成したものであってもよい。
　図４は、照明器具１を側方から見たときの一部拡大断面図である。
　器具本体２は、枠部２aおよび枠部２aの上側に設けられた天板部２bによって構成され
ている。
【００１６】
　反射板３および基板５はねじ８によって枠部２aに取り付けされており、同様にねじ８
によって枠部２aおよび天板２ｂが固定される。透光性カバー６は枠部２aの内側に嵌り込
むように配設せれている。
【００１７】
　このように、ＬＥＤ４から照射された直下方向の光は拡散手段７によって一部遮光され
るため照明器具１を下方から視認したときのＬＥＤ４の眩しさを低減することができる。
　すなわち、ＬＥＤ４を通る鉛直方向に対してθの角度内においてはＬＥＤの輝度を低減
させることができる。
【００１８】
　このように、間欠的に拡散手段７を配設したので、ＬＥＤ４のグレアを抑制しつつ、透
光性カバー６全体を拡散手段７と同等の光透過率とするよりも照明器具の効率を上げるこ
とができる。
　また、拡散手段７で反射した光が反射板３によって下方へ照射されるため、発光面の輝
度が均一化される。
【００１９】
　例えば、図５に示すように住宅における８畳間の場合、居住者の主な生活範囲は、器具
から３７．８゜以内である。よって、図１におけるθ＝３７．８゜となるように拡散手段
を配置すればよい。
　次に第２の実施形態について説明する。なお、第１の実施形態と同様の構成については
その詳細な説明を省略する。
【００２０】
　第２の実施形態は、透光性カバー２６の表面全体に拡散手段２７が設けられている。そ
して、拡散手段２７はＬＥＤ２４に対向する位置の光透過率が低く形成されており、ＬＥ
Ｄ２４から遠ざかるにつれて連続的に光透過率が高くなるように構成されている。このよ
うに、ＬＥＤ２４から遠ざかるにつれて連続的に光透過率を変化させることによって、発
光面の輝度むらがさらに均一化される。
　次に第３の実施形態について説明する。なお、第１、第２の実施形態と同様の構成につ
いてはその詳細な説明を省略する。
　図７に示すように第３の実施形態は、ＬＥＤ３４に対向する位置の光透過率が低い拡散
手段３７が設けられている。
【００２１】
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　オフィス等のデスクワークの際、真上の照明器具を見上げることはほとんど無く、図８
に示すように不快グレアの評価実験などで対象となるのはβ＝３０゜以上である。よって
、図５におけるα＝３０゜となるように拡散手段を配置すればよい。
　次に第４の実施形態について説明する。なお、第１ないし３の実施形態と同様の構成に
ついてはその詳細な説明を省略する。
【００２２】
　図９に示すように透光性カバー４６の表面全体に拡散手段４７が設けられている。そし
て、拡散手段４７はＬＥＤ４４に対向する位置の光透過率が高く形成されており、ＬＥＤ
４４から遠ざかるにつれて連続的に光透過率が低くなるように構成されている。このよう
に、ＬＥＤ４４から遠ざかるにつれて連続的に光透過率を変化させることによって、発光
面の輝度むらがさらに均一化される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】第１の実施形態に係る照明器具の全体斜視図
【図２】第１の実施形態に係る照明器具の正面図
【図３】第１の実施形態に係る照明器具の一部断面図
【図４】第１の実施形態に係る照明器具の一部拡大断面図
【図５】第１の実施形態に係る照明器具の配光を示す説明図
【図６】第２の実施形態に係る照明器具の一部断面図
【図７】第３の実施形態に係る照明器具の一部断面図
【図８】第３の実施形態に係る照明器具の遮光角を示す説明図
【図９】第４の実施形態に係る照明器具の一部断面図
【符号の説明】
【００２４】
１…照明器具
２…器具本体
３…反射板
４、２４、３４、４４…光源としてのＬＥＤ
５…基板
６、２６、３６、４６…透光性カバー
７、２７、３７、４７…拡散手段
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